
 
 
 
 
        自身の学びを発信し、幼小の教員が対話を重ねながら、合同の研究主題である「創造 

力の育成」を共通言語として実践を言語化することで、互いの教育観を共有し、教育の 

質を高めていく。 

 
               

 

 

                  

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 
 

下図は、３歳児の事例の発表から幼小教員の対話を記録・分析したものである。 

幼稚園から３・４・５歳児の実践事例を発表した。小学校教員との対話を通して、様々な 

学びと発見があった。 

                                            

                                                      ８月 

大人同士 

の取組 

成果と課題 
〇 子どもが安心して主体的に学ぶための環境の大切さを共有した。  

〇 幼稚園では子どもの“やりたい”や“その子なりのめあて”に応じて環境を再構成している。小学校で

も子どもと対話しながらめあてや解決方法を自分で考えられるように授業を構成している。どちらも

子どもの主体的な学びを大切にしていることが確認できた。 

〇 小学校教員は、幼稚園教育で大切にしている環境構成の考え方に触れ、“学びたい”と思える環境づ

くりの重要性を実感した。  

〇 子どもの主体的な姿を支える環境構成の在り方について、幼小の教師が互いの実践を見合い、対話

を通して学び合う研修の場を今後も継続して取り組んでいきたい。

ねらい 

実践内容 

ポイント 

幼小合同研修会 

幼小教員が自ら設定したテーマで自身の学びを発表し、それに対して意見を交流する対話

型セッションを行う。 
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